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秘密保持誓約書

[ＸＸＸ] （以下「当社」という。）は、2026年10月30日付「事前審査の申込みに関する説明書」に記載された本件商品に関し、株式会社ＪＥＲＡ（以下「貴社」という。）との間で電力受給契約を締結することを検討（以下「本件検討」という。）するに当たり、貴社から開示を受ける秘密情報（以下において定義する意味を有する。）について、下記の定めに従って取り扱うことを誓約します。

第１条（秘密情報の定義）
　　本誓約書において「秘密情報」とは、本件検討の過程で貴社から開示された全ての資料、文書、その他の関連情報であって、文書、口頭、電磁的記録媒体その他の開示の方法及び媒体を問わず、また本誓約書提出の前後を問わず、開示された一切の情報（その複製物を含む。）、本誓約書の存在及び内容、並びに、本件検討に関する協議・交渉の存在及びその内容をいいます。
２　前項の規定にかかわらず、以下の各号のいずれかに該当することが当社によって合理的に証明された情報は、秘密情報として取り扱わないものとします。
1 貴社から開示を受ける前から、当社が適法に保有していた情報
2 貴社から開示を受けた後、当社の責に帰すべき事由なく公知となった情報
3 貴社から開示を受けた時点ですでに公知であった情報
4 当社が正当な権限を有する第三者から守秘義務を負うことなく適法に入手した情報

第２条（目的外利用の禁止）
　　当社は、秘密情報を本件検討のためにのみ利用するものとし、他のいかなる目的にも使用いたしません。

第３条（秘密保持）
　　当社は、秘密情報について厳に秘密を保持するものとし、あらかじめ貴社の書面による事前の承諾を得た場合を除き、秘密情報を第三者に提供、開示又は漏洩いたしません。
２　前項の定めにかかわらず、当社は、本件検討のために秘密情報を知る必要のある当社の役員及び従業員並びに当社の委任を受けた弁護士、公認会計士又はその他の外部専門家で法令上秘密保持義務を負う者に限り、秘密情報を提供又は開示することができるものとします。この場合、当社は、本誓約書に基づき当社が負う義務と同等の義務を、当社により秘密情報を提供又は開示された第三者に対して課すものとし、当該第三者の行為、結果等について一切の責任を負います。
３　第1項の定めにかかわらず、法令に従って行政機関又は司法機関等（以下「行政機関等」という。）により開示を求められた場合は、当社は、行政機関等に対し求められた範囲で秘密情報を開示することができるものとします。ただし、この場合、当社は貴社に対して、法令に違反せず、かつ合理的に可能な場合には当該開示前に、それ以外の場合には当該開示後に速やかに、秘密情報を開示する又は開示した事実及び開示する又は開示した秘密情報の範囲を報告します。
４　当社は、貴社の書面による事前の承諾を得て第三者に秘密情報を提供又は開示する場合には、本誓約書に基づく当社の義務と同一の義務を、当該第三者に対して課すものとし、当該第三者の行為及び結果等について一切の責任を負います。
５　当社は、秘密情報を漏洩、改ざん、紛失若しくは滅失等した場合、又はそのおそれがあると認めた場合には、直ちに貴社に連絡するものとし、必要な措置を講じるとともに、貴社の指示に従います。

第４条（秘密情報の複製）
　　当社は、本件検討のために必要な最小限の範囲を超えて秘密情報を複製しません。

第５条（秘密情報の返還と廃棄）
　　当社は、貴社から要請があった場合には、入手した秘密情報を、自己の責任と負担において、速やかに、貴社に返還し、又は、裁断、焼却、電磁的記録媒体の物理的破壊若しくは電子データを復元できないように完全に消去する等の方法により確実に廃棄処分を行います。

第６条（損害賠償及び差止請求）
　　本誓約書に記載する事項のいずれかに違反したことにより、貴社に損害が生じた場合には、当社が一切の責任を負うものとし、貴社の被った一切の損害を賠償いたします。
２　貴社は、秘密情報の不正流用、悪用、不正開示若しくは侵害を防止及び禁止させるため、当社に対して、仮差止及び差止を請求する権利を有するものとします。

第７条（準拠法）
　　本誓約書の準拠法は日本法とします。

第８条（専属的合意管轄）
　　本誓約書に関して訴訟の必要が生じた場合には、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。

（以下余白）

　　　　　　　　　　　　　　　
